
１月１９日、東北大学キャンパスで、「韓国

で始まった革命に続こう！京大生の処分撤回！

東北大3243人解雇許さない！１・１９東北大集

会」を行いました。昨年２回の集会に引き続き、

今回のキャンパス集会も東邦大学学生自治会と

みやぎ連帯ユニオンの共催で行い、宮城県で闘

う労働者とともに、キャンパスにいる学生に団

結して闘おうと訴えました。

◆被処分者・阿津くんの登場に学生が反応！

集会の最初に、みやぎ連帯ユニオンの鈴木委 員長が「昨年、東北大学による３２４３人の非

正規雇用の教職員の解雇が注目されました。こ

の雇い止め解雇に対する激しい怒りが大学当局

を追い詰めています。昨年１０月、大学当局は

この解雇方針を見直さざるを得ないところまで

追い込まれました。当局が決めた方針は絶対で

はありません。団結して戦えば絶対に解雇を撤

回させることができます」と、学生・教職員に

対して渾身の訴えが行われました。

続いて、京都大学から駆けつけてくれた被処

分者である阿津くんがマイクを握ってアピール。

「僕たちは大学や社会に対して反抗していいと

きじゃないかと思っています。大学の経営陣が

進めている軍事研究や『大学の商業化』などに

反抗しよう。東北大学の教職員3243人の雇い止

め解雇は、これから日本中でどんどん増えてい

く問題だと思っています。だってこの先、経済
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が発展する契機がまったくない、いきつくとこ

ろまで行きついているからです。だからいまの

社会は新しいものに生まれ変わる。しかし、こ

れを新しくするのは、偉い学者や、大富豪、政

治家たちではないんです。私たちが力を合わせ

て、社会を新しく変えるんだと思っています。

僕は、停学処分になり、退学になるかもしれな

い。就職できるかわからない。しかし、僕は悲

しくはありません。いまこの時代に生まれたこ

と、社会が新しく生まれる瞬間に立ち会ってい

る、僕たちが団結して社会を変えられる、うれ

しい状況なんじゃないかなと思います。僕は東

北大学の学生が、ストライキで闘う海外の大学

生、またはストライキを構えている京都大学の

大学生と一緒になって闘ってくれることを楽し

みにしています。」。

さらに、全学連・福島から『３.１１反原発福

島行動‘17』の訴え、全金本山労働組合、ＮＡ

ＺＥＮみやぎ、仙台市内の郵便局で働く労働者、

婦人民主クラブ全国協議会・宮城支部から、東

北大学にいる学生や労働者に対する熱烈なアピー

ルが行われました。

集会の最後に、石田真弓くんから「東北大の

中から、解雇、戦争に新しい仲間が立ち上がっ

ていくことに東北大当局は戦々恐々としていま

す。私たちが団結を固め、決意を固めて、社会

のあり方、大学のあり方をひっくり返していく

行動に立ち上がっていくことだ。学生自治会と

みやぎ連帯ユニオンに入ってともに闘おう」と、

まとめと行動提起が行われました。

◆

資本主義社会の矛盾の現れである戦争や貧困

は、世界中で学生や労働者の決起を生み出して

います。それは、東北大学でも同じです。3243

人の怒りが当局を追いつめています。そして集

会にも、ビラを読んで阿津くんの発言を聞きに

きた学生や、研究室の研究員や留学生が処分撤

回署名をしてくれました。集会の翌日の昼休み

の展開でも、阿津くんに「（同学会の）ツイッ

ターを見てます」と声をかけていく学生もいま

した。学生・教職員の団結で処分・解雇を撤回

させよう！

奪われてたまるか! 避難 いのち 子どもの未来

〈日時〉３月11日(土)13時～ ※12時開場 ※15時デモ出発

〈場所〉郡山市開成山･野外音楽堂

〈呼びかけ〉3・11反原発福島行動実行委員会

〈メール〉3.11fukushimaaction＠gmail.com

東北大キャンパスで訴えるみやぎ連帯ユニオン・鈴木委員長


